
１．緒言
吉田（1996）は，自己観察や他者観察を行うこ
とによって，学習者が「運動の修正に役立てるた
めの情報収集やそれらを再構成する知的能力」を
育成することが必要であると述べている．運動を
観察する能力について，金子（2002）は「運動に
有意味な運動感覚の図式を見抜き，その意味構造
を読み取る能力である」と述べ，「いわゆる動体
視力としての能力ではない」ことを強調している。
児童の運動を観察する能力に関する先行研究で
は，野田（2008）が行った，小学校１年生から高
校１年生までを被験者に，鉄棒運動の技の連続写
真の観察によって動画映像を識別させた研究があ
る。野田によると，小学校１年生の平均値は際立
って低く，小学校３年生以降はゆるやかに向上し
たという。また，鈴木ら（2003）は，成人を対象
としてビデオ観察中に自由発言させて得られた言
語的運動表象を分析した結果，「自己がどのよう
に動作したらよいかという内容（身体位置，空間）

について気づき（awareness）を得た者」がパフ
ォーマンスの向上が見られたと報告している。さ
らに，小学校３年生から６年生と大学生を対象と
した田中（1988）は，課題となる運動を記述させ
た文章を比較するなかで，運動のタイミングや時
間差に関する表象が現れにくいことなどを明らか
にし，子どもの表象の質的特徴や表象化能力を十
分に理解した指導の重要性を指摘している。また，
大後戸ら（2012）は，小学校２年生と６年生を対
象に，単元前にビデオ映像によるマット運動の技
の示範を観察，記述させ，その記述を比較するな
かで，小学校２年生では準備局面に関する記述が
多いことを指摘している。
これらの研究から，示範やビデオ映像の観察に
よる技の提示が，教育現場では日常的に行われて
いるものの，「VTRやモデルからどのような情報
を抽出するかは学習者に委ねられている」（井上，
2002）ため，特に小学校低学年の児童に対しては，
観察の視点を効果的に明示することが不可欠とな
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ることが分かる。
このように，運動学習において学習者の運動を
観察する能力に配慮した学習指導が求められてい
るものの，「体育の学習指導において生徒がどの
ような知識を，どのような過程を経て学習してい
くのか」，「学習者の学びの論理が抽出されないま
ま今日に至っている」ことが指摘されている（荻
原・鬼澤，2011）。
したがって，学習指導以前の学習者がどの程度，
運動を読み取る力を持っており，その力が学習に
よってどのように変容したのかを比較し，明らか
にしなければならないと考える。しかし，小学校
低学年を対象とした，学習を通した運動を読み取
る力の変容について分析を行っている報告は，管
見の限り見られず，その実態を明らかにすること
は重要な課題であると考えた。
そこで，本研究では，小学２年生を対象に，単
元の前後に同じ示範映像を観察し記述した内容に
ついて比較することで，学習指導によって児童ら
が同じ技をどのように読み取ることができるよう
に変容したのかを事例的に明らかにする。

２．研究の方法
2.1 期日と対象

2007年10月16日から12月７日に，広島県Ｆ小学
校の２年２クラス（男子 38人，女子 39人，計 77人）
を対象に，同一の教師が同一の計画で指導した。

2.2 学習材と指導計画

本研究において児童に提示する運動材は，対象
児童の経験による習熟度の差があまりない運動で
あり，なおかつ既習の運動をもとに運動技能の獲
得に見通しが持てる運動であることが必要であっ

た。このことから運動材は，マット運動の「アン
テナブリッジ」を取り上げた。この技は，終末局
面は起き上がりではなくブリッジで終える「首は
ね跳び」であり，スプリング系の学習過程におけ
る１つの技としても紹介されている（北川隆，
1994；山内，2007；佐藤ら，2009）。
この技について対象児童は，「マットあそび」
の学習において，「アンテナ」と呼ばれる「肩倒
立」や，「ブリッジ」を別々の技として継続的に練習
していた。しかしながら，跳ね動作を伴う単一の
技として授業で取り上げるのは初めてであった。
指導計画は全３時間で，３時間とも固定した２
人組のペアでの観察活動を中心として実施した。
ペアの児童が欠席している場合は，他のペアと一
緒に３人組で練習するか，ペアのいない児童同士
で２人組をつくり，必ず複数人数で練習を行うよ
うにした。ペア練習では指導者から個別の指導は
行わず，学級全体への指導内容を評価の観点（表
１）の説明に限定した。
評価の観点以外に補足的に行った全体指導の内
容は，１時間目に「膝の伸びは，視覚で確認しな
がら進めること」と「脚の振りの勢いを増すこ
と」， ２時間目に「体の反りが，首の突き放しに
つながること」，３時間目に「脚を振り出す前に
一瞬お尻が沈み込むと，脚の振りがスムーズにな
ること」であった。

2.3 資料の収集

３時間のペア練習を行う授業の前後に，示範と
なる「アンテナブリッジ」を撮影したビデオ映像を
繰り返し再生し，それを観察させながら，技につ
いて記述させた。記述の際には，「アンテナブリッジ
の始まりのところから，アンテナブリッジの最後
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表１　ペア学習における観察の観点

観点 評点３ 評点２ 評点１

1 膝が折れずに，伸びていますか 上の方まで折れない 動き始めると，
すぐに折れる

準備から折れている

2 足は，勢いよく振れていますか すごく早くて，
勢いがある

遅くはない ゆっくりすぎる

3 天井が見えたころ，体を反り始めていますか ちょうどいい ずれている
（早い・遅い）

反っていない

4 背中がフワッと浮いてきますか フワッと上に浮く 背中はつかないが，
フワッとしていない 背中がついた

5 足が着地した時に，頭がマットから離れていますか 頭が離れて，
横を向いている

離れているが，
上を向いている

まだ頭がマットに
ついている



のところ，そこまで先生の見本はどうなっている
か，どんなふうにやっているか，というのを文章
で書いてください。」と指示した。言葉のみで表
現することが難しい場合には，図を用いた説明も
許可したが，図を用いた説明に関しては分析デー
タから省いた。観察と記述の時間を20分間設け，
その後２年生77人分の学習カードを回収した。

2.4 資料の分析方法

小学２年生 77人分の学習カードに記述された
内容は，次の修正を行い，すべてテキストデータ
に整理した。
・ひらがなは，可能な限り漢字表記に変更した。
・擬音語や擬態語を用いていると思われる表記
は，カタカナに変更した。
これらのテキストデータの分析については，事
例を抽出し，田中（1997）が用いている，「いつ」，
「どこを」，「どのように」，「どうする」の４つの
単位に基づいた分類に従って分類を行い，単元前
と単元後の記述内容を比較検討した。田中（1988）
は，運動習熟が進展するのに伴い，運動表象が多
く表出されることを指摘しており，運動表象の発

達差を明瞭にするには，同一の運動技能水準での
表象運動技能の差を分析することが必要であると
述べている。そこで，今回検討する事例は，単元
終了時に前述した指導の観点をもとに評価した結
果，運動技能の高かった児童５名を抽出した。
事例検討に際しては，分析の信頼性を確保するた
めに，小学校で19年の教職歴をもつ体育専科の男性
教師と，器械体操の競技歴があり小学校で２年の教
職歴をもつ研究者の２名でディスカッションを行い，
分析結果の一致した記述のみを分析対象とした。

3. 結果と考察
3.1 児童の事例について

事例として取り上げた５名の児童の授業前後の
記述について，表 2～ 6に示す。記述内容につい
ては，１文ごとに，「いつ」，「どこを」，「どのよ
うに」，「どうする」の４つの単位に分けている。
また，複数の単位にまたがるものについては（ ）
を付けて表している。例えば，A児の単元後の
「高いと，」は，「どうする」を表すと同時に，高
いときという「いつ」を表すと考えたため，「い
つ」の部分には（高いと，）と表記した。
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表2 A児の記述

A児 「いつ」 「どこを」 「どのように」 「どうする」

単元前

足を ゆっくり上に 上げます。
足は 顔の前に ある。
背中の服が 揺れるように やっている。

足が上がるとき， 足が まっすぐに なっていえる。

単元前

後から 勢いがついているところがいい。
おなかが 高いと，

（高いと，） 手が 離れる。
足を なるべく遠くに 飛ばすと，うまくできる。

意外と遅くやると，着地する時 簡単にできるし，
足が 遠くに 飛べるし，

フワッと 浮くことができる。
速めにやると， 僕はやりにくい。
準備の時， お尻を 戻して，また戻ってくると
（戻して，また戻ってくると） 勢いがつく。
準備の時， 手が 曲がっていても，
行く時は， 手を 伸ばす。
ブリッジする時しか 足は， 曲げない。
ブリッジした時 頭は ブリッジの状態で，上をなるべく 見ない。

首を まっすぐに する。
足を まっすぐに すると，

（すると，） 滑りやすくなる。
最初に 足を 曲げると，
（曲げると） 回転する。
ブリッジをやる時， 手を 曲げると，

（離すと，） 回転する。



－ 174－

久　保　研　二・大後戸　一　樹・木　原　成一郎

表３　B児の記述

B児 「いつ」 「どこを」 「どのように」 「どうする」

単元前

まず アンテナさんの準備をします。

その後， 足を 曲げて，

足の裏を うまく 着地します。

その後， 足が 曲がっていると思います。

そして， 足を 思いっきり 伸ばします。

単元後

まずできれば 膝が 曲がらずに

つま先が マットについて，

手は肘が ブイのように なって，アンテナブリッジの準備です。

そこから 足を 曲がらないように 上げます。

その後， 膝を 曲げる。

肩を 上げる。

そして， 足の裏が ついて，

（足の裏がついて，） 肘と膝が 伸びれば完成です。

着地した時， 頭が 離れるのがコツ。

表４　C児の記述

C児 「いつ」 「どこを」 「どのように」 「どうする」

単元前

まず 足を 顔の後ろに，ピンとまっすぐ 伸ばす。

手は， 顔の横，簡単に言うと，耳の横。

そして， ピンッと伸ばした

足を バネみたいに，ピョーンと 突き飛ばす。

その間に 足を 曲げる。

そして， 体を 持ち上げて，

足を ペタッと くっつけると完成。

単元後

まず まっすぐの 体勢になって，

（体勢になって，） 足を まっすぐ，頭の後ろに 置く。

そして， 手を ブリッジをやるみたいに 置く。

次は， お尻を ちょっとだけ前に押すみたいに 引き出す。

そしたら， 後ろに 置いた。

足を フワッという感じに 行く。

その途中， 手や頭を 変化させる。

まず， 手の方は， ペッタリ マットにつけたまま，

（手はマットにつけたまま） 手を 伸ばす。

頭の方は，

途中で 頭を マットから離す。

アンテナブリッジが終わったと
きに 頭を 上げるんじゃなくて，

上がる途中に アンテナブリッジをやる。

まっすぐやる時 手が マットから離れると危ないので， 離さない。

それで， 足を マットにつけて終わり。



3.2.1   「いつ」に変容が見られた事例の解釈

まず，A児のように，「いつ」に関する記述数
について増加している児童が見られた。これは，
全体の記述量の増加が原因だということも考えら
れる。ただし，単元前においては，どの児童も，
「まず」（B 児，C児）や「まず最初に」（D児），
「そして」（B児，C児，D児，E児）といった表現
が多く，A児の「足が上がる時」といった動作の
起こる時間について詳しく述べたものは少なかっ
た。しかし，単元後には，B児の「着地した時」
やC児の「上がる途中に」，「アンテナブリッジが
終わった時に」といった動作の起こる時間につい
て詳しく述べたものが見られるようになった。ま

た，単元後には，C児のように「上がる途中に」
や「手はマットにつけたまま」といった，ある動
作が起こる瞬間だけについて表記するのではな
く，ある動作の起こっている間にある動作をする
ことや，ある動作をしたままある動作をするとい
った複数の動作を並列的に表記する記述も見ら
れた。
田中（1997）は，運動を｢うまく」行うために
は，各動作間の時間調節が重要な要因となるが，
時間の調節について言語的化することは,非常に
困難だと述べている。さらに，田中（1988）は，
「２つの運動の微妙な時間調節を表すタイミング
や時間差に関する表象」は，小学生では表れにく
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表５　D児の記述

D児 「いつ」 「どこを」 「どのように」 「どうする」

単元前

まず最初に 寝っ転がります。

両足を 後ろに おいて，

手の指は 耳の方に 向けます。

そして， 両足を 反対側に送って，

（反対側に送って，） 背中を 浮かせます。

その時， 手の位置は 動かさずに，

（手の位置は動かさずに） 手で体を しっかり 支えます。

単元後

まず最初に 寝っ転がって。

両足を 頭の上に 置きます。

手の指は 耳の方に 向けます。

そして， お尻を 少し 落として，

（落として，） 両足を キュッと 天井に突き刺す。

その突き刺したのを外して 足の裏を マットにつけます。

表6 E児の記述

E児 「いつ」 「どこを」 「どのように」 「どうする」

単元前

最初に 手と足を マットに付けて，アンテナさんの準備をします。

そして， 思い切って アンテナさんからブリッジになります。

それから， 足を ピッタリと マットにつけます。

そして， マットを見ます。

単元後

最初に， 足を ピーンと 伸ばして，

手を 耳の所に 当てます。

そして， 足を 後ろのマットの所に くっつける。

足が， フワッと天井に 行くようにイメージして，

足を 勢いよく，ジャンプみたいに 着地します。

そして， 背中が つかないように 我慢します。

そして， アンテナブリッジのできまがり。

足が フワッと天井につく イメージをすることが大切なことです。

足を 勢いよく マットにつくことです。



いとしている。そのようななか，これらの記述は
複数の動作を並列的に表記し，各動作間の時間調
節について言及しているものだと解釈できた。

3.2.2   「どこを」に変容が見られた事例の解釈

「どこを」に関する記述は，単元前は，「足」や
「手」に関するものがほとんどであった。しかし，
単元後には，「足」と「手」に加えて，「頭」（A

児，B児，C児）に関する記述が見られるように
なった。これは，指導者が指導を行った際の評価
の観点が影響していると考えられる。児童は，評
価の観点の「足が着地した時に，頭がマットから
離れていますか。」について，意識して技の練習
を行ったため，示範の演技を観察する際にも，そ
の点について意識が働いたと考えられた。
また，B児においては，単元後には，「足」や

「手」に関しても，「膝」や「肘」といったより詳
しい部位の説明を行っている。このことも，授業
の中で練習を行っていく際に，単に「足」や「手」
ではなく，「膝」や「肘」といったより詳細な部
位に意識して練習を行っていたため，このような
記述の変容が生まれたと考える。さらに，指導者
が評価の観点以外に，「膝」の伸びについて言及
していることも「膝」という記述が現れた原因で
はないかと推察する。ただし，「肘」については，
まったく指導していないため，児童自身が練習中
に気にしていた点が表れたのではないかと考
えた。

3.2.3  「どのように」に変容が見られた事例の解釈

単元前には，C児のみが，「ピンッと」や「ビ
ヨーンと」といった「力的表象」（田中，1988）
について記述を行っていた。しかし，単元後には，
「フワッと」（A児，C児，E児），「キュッと」（D

児），「ピーンと」（E児）のように，多くの児童
が「力的表象」についての記述を行っていた。田
中（1988）によると，「力的表象」は，一般的に
は，習熟段階の後期に見られるとしている。実際，
C児は技能が高く，単元の初めの段階からアンテ
ナブリッジを上手く行うことができていた。他の
児童も，最終的な技能評価が高い児童であるので，
このような記述が見られたのだと考えた。
また，これらの記述は，石田（2012）が「身体
をくぐり抜けた言葉」と表現していたり，佐藤

（2011）が「自らの身体運動のイメージと結びつ
いた言葉」と表現していたりするような学習者自
身に引き寄せられた表現であると考える。ただし，
「フワッと」という記述については，評価の観点
によって，指導者が示している言葉であるため，
指導者である教師の言葉を使って表現しているだ
けで，本当に学習者自身に引き寄せられた表現で
あるかは検討の余地が残る部分である。

3.2.4  「どうする」に変容が見られた事例の解釈

単元前には，あくまで外から観察できることに
ついての記述がほとんどであった。しかし，単元
後は，「見ない。」（A児）や「我慢します。」（E児）
といった，示範の映像を自分が行っているような
感覚でとらえている記述や「イメージをする」（E

児）のような内感覚的に基づく記述が見られた。
これらは，先に述べたような，学習者自身に引き
寄せられた表現であると考えた。

3.2.5 記述全体に変容が見られた事例

単元前の記述では，アンテナブリッジの準備局
面や終末局面に関する記述が多く，主要局面に関
する記述は，あまり見られなかった。しかし，単
元後には，主要局面に関する記述が多く見られる
ようになっていた。
単元を行う前の記述に準備局面や終末局面の記
述が多かったのは，それらの局面は，ほぼ静止し
た状態であったため，観察が容易であったことが
考えられた。しかし，練習過程で技のなかで重要
になる主要局面を意識して練習してきたため，観
察においても主要局面についての記述が増えたの
だと考える。また，指導者が練習中に提示した観
察の視点も，５つのうち３つ（観点２，３，４）
が主要局面に関するものであったため，より主要
局面を意識した練習および観察につながったと考
えた。
大後戸（2012）は，小学校２年生の観察の記述

には準備局面に関する記述が多く見られることを
指摘しているが，主要局面を意識した指導や練習
を行うことによって，小学校２年生においても，
主要局面に着目した記述を多く行うことができる
ようになることが，これらの結果より推察さ
れた。

－ 176－

久　保　研　二・大後戸　一　樹・木　原　成一郎



４．要約
本研究の目的は，小学２年生を対象に，単元の
前後に同じ示範映像を観察し記述した内容につい
て比較することで，学習指導によって児童らが同
じ技をどのように読み取ることができるように変
容したのかを事例的に明らかにすることであっ
た。そのために，児童に授業の前後に同じ示範映
像を観察させ，記述された内容をテキストデータ
に整理した。記述内容を解釈するために，事例を
抽出し，田中（1997）が用いた，「いつ」，「どこ
を」，「どのように」，「どうする」の４つの単位に
基づいた分類に従い分類を行い，単元前後の記述
内容を比較検討した。それらの分析の結果から，
次の点が明らかになった。
A 単元後には，教師の意図や指導を踏まえた練
習を行ったため，それらの内容を踏まえた記述
が増加した。

B 大人でも時間の調節について言語的化するこ
とは,難しいとされている上に，小学生では表
れにくいとされている「２つの運動の微妙な時
間調節を表すタイミングや時間差に関する表
象」と解釈できる記述が，単元後には，見られ
た。また，習熟段階の後期に見られるとされて
いる「力的表象」と解釈される記述についても，
単元後には多く見られた。

C 小学校低学年では，準備局面に関する記述が
多く見られることが指摘されているが，単元後
には，技の中核となる主要局面に関する記述も
多く見られるようになった。
以上の結果より，小学校２年生段階であっても，

技能の高い児童においては，小学生段階では表れ
にくいとされる記述が表出されることが分かっ
た。ただし，これは指導した教員が提示した評価
の観点や指導内容による影響もあると考える。そ
のため，小学校の体育授業では，観察活動を行わ
せる際に，特に低学年では観察されにくいと思わ
れる「運動の微妙な時間調節を表すタイミングや
時間差」について，つまり「いつ」動き始めてい
るかなどの働きかけ，が必要だと考えられる。
今後の課題としては，次の２点が挙げられる。
今回は，運動技能水準が高い児童の記述について
のみ事例的に分析を行った。そのため，まず，運
動技能水準が異なる児童の記述について分析を行
う必要がある。次に，それら他の運動技能水準の

児童の記述の分析と照らし合わせることで，今回
明らかになった点が，運動技能水準の高い児童に
のみいえることであるのかについて検討を行って
いく必要があると考える。
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